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Ⅰ 豊田市の概要

豊田市

１ 豊田市の位置

人 口：４２３，８６４人
平成２４年６月１日現在

面 積：９１８．４７ｋ㎡
愛知県全体の １７．８ ％
森林面積割合 ６８．３ ％

産 業：自動車製造業・
自動車部品製造

農産物：もも、なし、米（※）
収穫量県内第１位

※出典： 豊田市勢ガイド２０１１他
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２ 一般廃棄物処理基本計画

（１）基本理念

１人ひとりの行動とみんなの共働により
循環型社会を目指す

（２）計画期間

平成２０年度～平成２９年度

※現在、５年を経過したため中間の見直し作業中

Ⅰ 豊田市の概要
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３Ｒを基調とした資源循環を進める

（３）４つの基本方針
①まずは､ごみをつくらない・出さない

市民・事業者・市の共働により資源循環に取組む

②みんなで取り組む

２ 一般廃棄物処理基本計画

環境負荷を最小限に抑えた安全確実な処理に取り組む

③正しく処理する

ごみの削減に向けた環境教育の充実を進める

④学び､そして実践する

Ⅰ 豊田市の概要

6



将来におけるごみの埋立量を限りなく
“０”に近づける。

■「燃やすごみ」 ：２０％削減

■「埋めるごみ」 ：８０％削減

■「資 源 化 率」：３５％引き上げ

（目標年度 平成２９年度、基準年度 平成１７年度）

（４）ごみの減量目標
◎長期目標

２ 一般廃棄物処理基本計画

Ⅰ 豊田市の概要
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（４）ごみの減量目標
ア 総排出量の目標

155 ,603
154,357

147 ,171
141 ,046

114 ,420
93 ,107 91 ,429

31,028

38 ,852 39 ,017

5,209
5 ,221

9,245

163,648161,564

0

50,000

100,000

150,000

200,000

１３年 １４年 １５年 １６年 １７年 ２４年 ２９年平成

（㌧）

総排出量 燃やすごみ 資源 その他 将来予測

154 ,693

137,180 135 ,655
１２．３％削減

 

［※ごみ総排出量］ 
○家庭系ごみと事業系ごみ
の総量で、資源ごみの量も
含まれる。 
家庭系ごみ 
＝収集ごみ量 
＋自己搬入量 
＋資源化事業 
回収量 

事業系ごみ 
＝許可収集ごみ量 
＋自己搬入量 

 

総排出量（㌧／年） 
｢将来予測｣は、現状で推移し
た場合の将来の総排出量の
予測値（＝潜在的発生量） 

発生抑制後の目標値 

２ 一般廃棄物処理基本計画

Ⅰ 豊田市の概要

8



２０．１％削減

93,107 91 ,429

114,420

105,875
111,129

104,990
100,172

123,292121 ,982

0

50,000

100,000

150,000

１３年 １４年 １５年 １６年 １７年 ２４年 ２９年平成

（㌧）

実績値 目標値 将来予測

 燃やすごみの量（㌧／年） 

燃やすごみの量 

２０％削減！ 

｢将来予測｣は、現状で推移し
た場合の将量の予測値 

（＝潜在的発生量） 

発生抑制後の目標値 
 

［※燃やすごみの量］ 
○可燃ごみ排出量から、古紙
抜取、せん定枝等の量を除
いた処理量で、実質的に焼
却処理しているごみ量に相
当する。 
○家庭系ごみと事業系ごみの
総量 

（４）ごみの減量目標
イ 燃やすごみの目標

２ 一般廃棄物処理基本計画

Ⅰ 豊田市の概要
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23 ,983
23 ,034

22,213
20 ,917

2 ,1292,129

7 ,157

16,479

4 ,752
2 ,920

0

10,000

20,000

30,000

１３年 １４年 １５年 １６年 １７年 ２４年 ２９年平成

（㌧／年）

埋めるごみ 埋立ごみ 焼却残渣

23,636

6 ,881

5 ,049

７８．６％削減

埋めるごみの量 

８０％削減！ 

（４）ごみの減量目標
ウ 埋めるごみの目標

２ 一般廃棄物処理基本計画

Ⅰ 豊田市の概要
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１５．１％向上

26,711 27,082 28,101
32,687 31,028

45 ,980 47 ,776

18.9% 18.4% 18.2%

21.0%
20.1%

33.5%
35.2%

0

20,000

40,000

60,000

80,000

１３年 １４年 １５年 １６年 １７年 ２４年 ２９年平成

（㌧／年）

0%

10%

20%

30%

40%
（％）

資源化の量 リサイクル率

リサイクル率 

３５％ 
に引き上げ！ 

［※資源化の量］ 

○市が資源の日、リサイクルス

テーション、古紙等行政回収

などで資源化した量（資源化

量）と集団回収量の合計 

 

［※リサイクル率］ 

○リサイクル率 

＝資源化の量 

（資源化量＋集団回収量） 

÷ごみの総排出量 

 
 
 
 

（４）ごみの減量目標
エ 資源化量の目標

２ 一般廃棄物処理基本計画

Ⅰ 豊田市の概要
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12.3%削減

154,693t

141,340t
137,180t

135,655t

8.6% 削減

（１）ごみの総排出量

３ ごみ処理実績

Ⅰ 豊田市の概要
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（ｇ／人・日）

（年度）

　　　　　　　　年　度
　項　目

19 20 21 22 23 24 29

原単位（ｇ／人・日） 1,032 985 944 909 －－ 886 864

全国の中核市との比較 5位／35 7位／39 6位／41 5位／40 －－ －－ －－

～一般廃棄物処理実態調査結果～

（２）１人１日あたりのごみ量（原単位）

３ ごみ処理実績

Ⅰ 豊田市の概要
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【市民の役割】
エコライフを実践する

■ごみになるものは断る・作らない
■食材は使い切り・たい肥化する
■物は大切に長く使う
■資源回収に取組む
■再使用・再生利用を行う

【事業者の役割】
企業責任を果たす

■ごみの発生抑制・減量化の
ための環境管理を行う
■ものの製造・販売では廃棄・リサ
イクルを考慮した対策を講ずる

【市の役割】
総合的・計画的に事業を推進する

■情報発信・啓発活動を推進する
■ごみ減量に取組む市民活動を支援する
■事業者への減量化・資源化指導を行う
■市も事業者としての責任を果たす
■ごみを適正に処理する

（１）市民・事業者・行政の役割
◎ 廃棄物の削減に向けた行動を主体的に推進する

４ 発生抑制・資源化のための行動指針

Ⅰ 豊田市の概要
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■エコライフ運動の促進
（買い物袋持参運動ほか）
■環境学習施設を活用した３Ｒの促進
■生ごみの発生抑制と資源化

(生ごみ処理器購入費補助事業他)
■地域特性に合った啓発等の強化
■レジ袋の有料化の推進
■指定ごみ袋の有料化の検討
■分別排出の強化

（１）家庭系ごみ
①［発生抑制］Ｒｅｄｕｃｅ（リデュース）

５ 市民・事業者・市の主な施策

Ⅰ 豊田市の概要
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■不用品紹介制度の利用促進

■フリーマーケット・リサイクルショップに関する
情報提供

■粗大ごみ等の再使用の促進

（１）家庭系ごみ
②［再使用］Ｒｅｕｓｅ（リユース）

５ 市民・事業者・市の主な施策

Ⅰ 豊田市の概要
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■集団回収活動の活性化
■ ｢リサイクルの家｣の設置促進
■ ｢資源の日｣分別収集
■金属ごみリサイクル事業
■リサイクルステーション（回収施設）の設置拡大
■プラスチック製容器包装の資源化
■家電リサイクル品･パソコン、オートバイ等の業者
回収
■バイオマスの利用検証（食用油･刈草･せん定枝）
■埋めるごみの資源化（ガラス・陶磁器等）

（１）家庭系ごみ
③［再生利用］Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイクル）

５ 市民・事業者・市の主な施策

Ⅰ 豊田市の概要
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■｢地球にやさしい｣申合せ書事業の推進
■事業系古紙の資源化誘導
■刈草･せん定枝の資源化
■生ごみの資源化
■市庁舎等における排出抑制
■許可業者における適正処理
■分別排出の強化(一廃・産廃・資源)
■事業所及び多量排出事業者における排出抑制
■協定の締結による適正処理
■料金体制の見直し

（２）事業系ごみ
①［発生抑制・再使用・再生利用］

５ 市民・事業者・市の主な施策

Ⅰ 豊田市の概要
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■プラスチック製容器包装の分別収集

■資源の委託収集の拡大

■収集体制の効率化、収集基地の分散

（７）市
① 収集運搬

５ 市民・事業者・市の主な施策

Ⅰ 豊田市の概要
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（７）市
②中間処理

■プラスチック製容器包装資源化施設の拡張
■溶融スラグの資源化
■（仮）緑のリサイクル施設の整備
■リサイクルハウスの整備（リユース工房）
■不燃ごみ破砕･分別処理施設の整備

■第２期埋立処分場の整備検討

１ 一般廃棄物処理基本計画

③ 埋立処分

Ⅰ 豊田市の概要
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Ⅱ 主な３Ｒの取組
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区 分 ご み の 種 類

資 源

ガラスびん

飲料缶

ペットボトル

プラスチック製容器包装

燃 や す ご み 生ごみなど

埋 め る ご み 陶磁器、板ガラスなど

金 属 ご み 金属製品、金属とプラスチックの複合製品など

有 害 ご み 電池、蛍光管など

危 険 ご み ライター、スプレー缶、ガスボンベ

粗 大 ご み 指定袋に入らないものなど

Ⅱ 主な３Ｒの取組み

１ 家庭ごみの分別区分
◎７分別１０種類
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（１）平成２１年度｢使用済小型家電からのレア
メタルリサイクルモデル事業｣に応募
⇒ 不採択

◎市ができる範囲を試行として実施

（２）平成２２年１０月から本格実施
◎小型家電を含む電化製品及び電線
現在：毎月６トン程度をピックアップ
※平成２１年１１月～９月までは試行

２ 金属からの小型家電等の回収

Ⅱ 主な３Ｒの取組み
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（３）排出方法
ステーション収集月１回（金属ごみとして収集）

（４）収集方法
直営及び委託

（５）処理方法
【民間処理施設】

金属ごみ 破 砕小型家電のﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ

小型家電（売却） 小型家電⇒手解体

そ の 他⇒破砕＜事業者の取組＞

小型家電以外⇒破 砕

２ 金属からの小型家電等の回収

Ⅱ 主な３Ｒの取組み
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（６）小型家電の回収量及び割合
（Ｈ２１年１１月～Ｈ２４年３月までの回収実績）

（単位：ｔ）

◎H21.11～H23.12までの基盤回収量 １０.０８５ｔ

H 2 1 年度
(H21.11～)

H22年度 H23年度 合 計

金属ごみの量 １，３６４ ３，１４３ ２，７７０ ７，２７７

ピックアップ量
３０．５
（2.2%）

７２．３
（2.3%）

７１．７
（2.6%）

１７４．５
(2.4%)

手解体した量
１９．１
（1.4%）

４０．４
（1.3%）

４２．１
（1.5%）

１０１．６
(1.4%)

２ 金属からの小型家電等の回収

Ⅱ 主な３Ｒの取組み
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Ⅱ 小型家電の回収

・回収前 （mg/kg）

項目 銅 鉛 亜鉛

平成21年 1月21日 １１，５００ ５，５３０ ２１，４００

平成21年 2月19日 １０，０００ ４，２００ －

平成21年 5月22日 ８，２００ ２，８００ －

・回収後 （mg/kg）

項目 銅 鉛 亜鉛

平成21年10月22日 ３，５００ ２，３００ １０，０００

平成22年10月 4日 ４，０００ ２，９００ －

平成23年 7月15日 ３，５００ ２，０００ －

（７）飛灰中の銅含有量等

２ 金属からの小型家電等の回収
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Ⅱ 小型家電の回収

平成２２年度：１０，２０４，６４３円の削減

（平成２１年度との単純比較）

【算出根拠】

○キレート剤費用の削減額 １２，８１７，１４３円

・平成２１年度 キレート剤費用 １１４，４８１，９６１円

・平成２２年度 キレート剤費用 １０１，６６４，８１８円

○ピックアップ費用の増加 ２，６１２，５００円

・歳出 ピックアップ費 ２，６３３，４００円

・歳入 売却費 ２０，９００円
※ キレート剤の変更や平成２１年度途中からの試行のため、単純比較はできない。

２ 金属からの小型家電等の回収
（８）小型家電の回収による効果(その１)

28



Ⅱ 小型家電の回収

ごみ処理費用全体で年間４，０００万円の削減

○キレート剤費用の削減額：４８，７９６，９６５円

１６，２６５，６５５円（４か月）⇒年額換算：４８，７９６，９６５円

２ 金属からの小型家電等の回収
（８）小型家電の回収による効果(その２)

試行前後のキレート剤費用 （単位：円）

期 間 金額

試行前の４か月：平成２１年５月～８月 ４９，８８５，５００

施行後の４か月：平成２１年１０月～平成２２年１月 ３３，６１９，８４５

○ピックアップ費用の歳出増 ８，６４０，０００円

○小型家電の売却による歳入増 ７５，６００円
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３ リサイクルステーションの整備
（資源回収拠点（Ｈ９から開始））

◎市内２１か所（原則：利用時間１０時～１８時年末年始を除く。）

N

岐阜県 長野県

東名高速道路

伊勢湾岸道路 東海環状自動車道

回収品目
・古紙類・古布類
・飲料缶・ペットボトル
・ガラスびん
・プラスチック類容器包装
・食品トレイ・有害ごみ
・危険ごみ
・廃食用油

Ⅱ 主な３Ｒの取組み
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３ リサイクルステーションの整備
（資源回収拠点（Ｈ９から開始））

Ⅱ 主な３Ｒの取組み
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（１）集団回収の支援
支援制度：集団回収事業報奨金制度

・古紙類、古布類 ５円／ｋｇ

・２品目以上実施した場合：２，０００円／回

◎Ｈ２３実績 回収量：６，８１９

報奨金：４，２１９万円

◎実施団体 ５７０団体 １，６６７回実施

（２）資源ストックヤードの整備

（リサイクルの家）

延べ ２１２自治区 ４４３基

※集団回収等でストックヤードとして活用

４ 集団回収等への支援等

Ⅱ 主な３Ｒの取組み
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５ 家庭への啓発と取組
（１）生ごみのリサイクルへの支援

生ごみ処理機、コンポストによるたい肥化

年間約４００個 累計：約４５，０００台を補助

（２）水分ひとしぼりの啓発

買い物袋の持参運動 ⇒ レジ袋辞退率： ８８．７％

（Ｈ２２：エコライフクラブ９６店舗）

（３）買い物袋の持参運動

平成１９年から「水切りの推進」から

「水分ひとしぼり運動」として展開

計算上：豊田市全体で年間約３，０００ｔ減量が可能

Ⅱ 主な３Ｒの取組み
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（１）溶融スラグの活用
平成２１年度にＪＩＳ認証を取得

コンクリート、アスファルトの骨材利用

（２）木くずのリサイクル

緑のリサイクルセンター（たい肥化施設）

平成２２年７月から供用開始

（３）バイオディーゼル燃料の活用
市内５か所のリサイクルステーションで回収

年間約１０,０００ℓ回収 収集車1台で利用

６ その他の取組

Ⅱ 主な３Ｒの取組み
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（４）バイオマス発電
平成２３年度から間伐材を焼却施設の

助燃材として活用 ⇒ 効率的な発電の実施

※年間：１，０００ｔ

（５）環境学習施設（eco-t）
市民への啓発の拠点として活用

渡刈クリンセンターの見学ツアー、出前講座

イベントへの出展（ごみの分別など）

（６）リユース工房の開設

平成２４年１１月から（粗大ごみのリサイクル）

６ その他の取組

Ⅱ 主な３Ｒの取組み
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（７）出前講座の実施
３３回 １，４５６人（Ｈ２３）

６ その他の取組

（８）リサイクルステーションでの

エコポイントの発行
リサイクルステーションの利用に対し、市独自の

エコポイントを発行し、エコ商品などと交換でき

る制度「とよたエコポイント制度」を開始

（平成２３年１２月１日）

Ⅱ 主な３Ｒの取組み
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Ⅲ ３Rの課題等
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（１）市民意識の向上
◎資源の分別についての効果的な啓発・教育が重要

（２）安易な排出方法の撲滅
◎無料・不用品回収業者の排除・撲滅

・市民は安価で家電等の処理ができるため

抑制が困難

・国内での不適正処理や不適正輸出の助長

（３）資源化量の把握が困難
◎民間事業者が行う資源（古紙・雑がみ）の回収

を把握が困難

１ ３Rの課題

Ⅲ ３Ｒの課題
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（１）事業系廃棄物の適正排出
◎廃棄物の区分が不明確

・ごみ処理は、市町村の責任で行うため、

事業系ごみの解釈が各自治体で異なる

⇒廃棄物の一廃・産廃の区分の徹底や見直しが

必要

（２）小型家電の独自回収への支援
◎既に回収を実施している自治体は、回収した

家電等を売却している⇒支援の対象外

２ その他（要望等）

Ⅲ ３Ｒの課題
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ご清聴ありがとうございました。
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